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被　　服

若い女性における新旧服装ファッションの認識基準

富士香菜子＊、○酒井哲也＊、酒井豊子*＊　（*共立女大**放送大）

　筆者らは、前報において、アパレルファッションの新旧度の判定能力を10代後半から60代

までの各年齢層の女性について検討し、判定に用いる基準像の精度は判定者のファションに

対する興味とあるファッションに接触する年齢によって定まり、したがって判定者の成長過

程が強く関係し、高年齢層になるほど曖昧になる、などの結果を報告した。この調査では、

ほぼ1970年代のアパレルファッションに属するモードグラフを対象とし、判定にあたったい

ずれのパネルにおいても多かれ少かれ体験し得た時期のものを選んだ。

　今回の調査では、判定する女性にとって直接に経験しえない時代のアパレルファッション

を用い、その新旧度判定能力を計測し、前回の調査結果と比較・検討することを試みた。

　フランスの代表的服飾モード雑誌Vogueの1951年7月・10月号および1958年9月・10月号か

らおおむね非作為に抜粋した11点のモードグラフ（前者から5点、後者から6点）をランダム

に配置し、提示用図面を作成した。各アパレルの新旧度の判定者として、前回の調査で最も

正確な判定能力を示しうることが分かった20才前後の女性層を想定し、適宵i巽んだ72名に判

定を依頼した。

　調査結果の分析から次のような推論が得られた。すなわち、判定の正解率をランダムな判

定と比較すると。判定者は明かに有意な判断を行っている。しかし、新旧の判断については

逆になっていて、1951年製デザインを新しく、1958年製のデザインを古いと判定させるよう

な基準を持っている。しかしそのような基準は、結局、判定者が成長過程での経験を通じて

培ったファッション観に基づいているように思われる。

2 Ep- 2　　　女子大生の恋愛感情の構造とその感情が被服行動に及ぼす影響

　　　　　　　　　　　　　泉　加代子　　（京都府大短大）

　目的　恋愛感情や異性に対すも意識が、その人の被服行動に何らかの影響を及ぼすので

はないかと考え、前報では、恋愛意識と被服行動との関係を探る試みとして、Leeの恋愛

類型論に基づいて作成された尺度LETS-2を用いて検討を行った。本研究では、新たに作成

した恋愛感情・異性観測定尺度と被服行動測定尺度を用いて、恋愛感情の構造を分析し、

それらの感情と被服行動との関係を検討する。

　方法　京都の女子大生200名を対象として1995年11月にアンケート調査を実施した。有

効回答者数は172名である。調査内容は、恋愛感情や異性mi項目、被服行動33項目で、

いずれも7段階で回答を求めた。恋愛感＼n ・異性観の質問項目を変数として行った因子分

析より抽出された因子ごとに評定値を合計して尺度得点とし、その得点の高・中･･低の３

グループに対象者を分割して、被服行動との関連の有無をχ'検定により分析する。

　結果　前報の考察を参考にして因子数を４に固定した因子分析を行った結果、恋愛感情

・異性観は、純愛、独占的な愛、実利的な愛､｀友愛の因子に分かれて出現した。友愛の尺

度得点の高いグループは「たとえ彼が気にいらなくても、自分の気にいった衣服を着用す
る」のに対して、純愛や独占的な愛の尺度得点の高いグループは「男は男らしく、女は女

らしい服装をするのがよいと思う」と性役割重視や、「彼の興味をひきつけるためにドレ

ス・アップをする」など男性を意識した被服行動をとる。実利的な愛の尺度得点の高いグ

ループは「最良ブランドの服を買うようにしている」傾向があることなどが関連づけられ、

恋愛感情や異性観の違いが被服行動に影響を及ぼすことが明らかになった。
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